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:沼手161年 4JJの拝金i限度内己主lEIこょ
っ[さ11<:0年金;求、すべての人に共通の

礎年金J として支給されます。

このため、自 't;~"殺の人、

勤務するサラリ…?ンや公務えの入、

サラ 1)_7ン等グコ偶者は「総裁から

印歳までは["IK年金J 的強i知j加入とな
り、 [~lタト:ニ日本人的方も 1E溜:加入

ての島るf上見是みとなっています。

護審綴若手金と
議機年余は次め 3重量級があります

①怠後を迎えたとき 老齢護基礎専念

号Vl捺袋、おとなったとき 罪事懇蕃幾年金
③〉昨F君主践になぜったとき 滋族議礎年金

，"1"ぐ年金法が←自民&泌dされました。立三な改
正E}:，ミは止のとおり

迂〉年金額は、 i咋年Flにさかのほって']!

げられ、 2月に強引iも含めえさされていま弓

③年金主(Hj:、前年内物線上二件に合わせて、

動的改定学れぷ去す〈、成2年 4Hからz主総}

〈草年金的支払いは、年 [111から 61.出こなり

した(2H、4丹、 OrJ、 8月 1011、1211) 

端組祉専念は従来どおり

@任意加入とされている問調以 i丹、対

し、[持1"年令0)強制菌I告の対事とどーなります

{平成 3Af4JJj から'主総j

く草探検料は、税イUI8，OOOFJが平成2キ 4月か

ら8，400fTJに引きげられ、以後、平成6年j主

で毎年月400l"Jずつア y アし

Eヨ本華麗内iこ金主む20主語以上告司書量来総の人E立、一吉告の人{長塁鱒畿の教室主や務露事室ずー金受章者議〉

儀後零ヰt討議人で宝主主主わ獄い震翠滋若手傘時保険料脅支払

20歳以上初綾未満の密室雪機の人な

露欝E語霊雪暴露著書占毒事総選翼ttl:轄と保険料の主主総いが必喜饗

投芸品、司漁録、 f間人商穏などめ議官蓄擦の人お
総いや提言主主年金が議潟されていない家殺燃に勧める

人は、書;1.-.5吾被保絞殺として知人します。

金的1誕主主

て溶けをする必要書はあっ忌せん令

決済年金グ)IJO;;込者すべてを決動的に平会i混入殺
として畿錯するからで宇治なお、保険料以ついて{

芝没年4金ゃ持均年まの保険料丈ごけが給柊から主音寺i
君子丸、謡完年最古記必喜善寸築険料辻、E宴会年金や《時三手

令師事j皮から磁主ぞ二年金1伊芝へまとめて支払われます巧

〈厚生革脅!こ初入している一級干の保険特は、給

料(探帯報酬弓月めで、独身者も事者?者もJJ!lへするとf!/.1

す、

4 JJ 7)-ら出i

護襲こんなJえは伎滋加入
止め八はむよ')加入でさま

人ごとに保険ぷトを支払うことになり

(þ201~'QLl_ 1 の技仰のザ('!生成 3

Jm入になります}

改五flf.外{ニてい令部品以ムグ〉日本人

パ也記出人

と1
G戸ず門事詩同競iえ上こ高語講織のこと
土芸滋苓4智が庭事会主都合や共f符平合に1m入していること



らっか E塁災王手金中寺蒸 (2 ) 

金は、 E覇民年金加入中や20雄前の病
答者になった場合に支給串れます。

者齢差基礎年金は、保険料を納めた期間〈傑検料の免除告書告げた擬罪暑を食む〉なとプが、 25

年以上ある人が総裁になったと幸に受けられます。

ljたしている人が、磁主罫基礎年金を受

りにE自民年金的被保険者4であること

うた線開〈免除された獄1mを含む)が
ケの 2以よあ φ

i.::iliの1年f!fjlニ
、こと

主て一定めている

い)[捺擦の状態

九なお、知識

〆て官苦怒鳴にな

上高E①、②ι
子れるがーま滋賀

うる場合は、そ

t宰れる
士、病気やけが

つ診断を受けた

立、初診臼か

{壬J!i!Iしたとき

在していない

乃認定ができ

寺町1級、 2級

った人が、そ

こテ丙'"カむ忍fじ

ようになるこ

1白求すれば府主

主総されま巾れ

も されます

〉ある入が、寄らに別的m平努ーが越こった
芦ミ与をあわせた陣授の税皮が初めて 2級

三場合(65員誌にi準ずる部i芭までい)、際祭器
ミオ1ま70

くコ

次の期間を合わせて、原則としてお年

以上の期間が必裂です。ただし、昭和5

年 4J司王自以前に主主まれた人ほ、この鍛

矧が21年 ~24年に短縮杏れています。

①i惑民年金保険料在約めたJ税問
③ E富民年金保険料の免除を受けた郷国j

③ f主主主力日入できる人が任主主力日入しなかっ

た3羽i昔]

③昭和36年 4月以後的影主主年余や共済年

金の加入獄fl号

頭上造年金に任主主力口入て、きた人が+1:滋加

入しなかった期限をカラ期間といいます。

受給資格期間には入ワますが、老齢造~1i在

年金の童宜的計算的対室長とはなワません。

穆カラ錦繍として認められる期務

①Di'l辛口61年 3月までのj詰]でサラリーマン

の望書だったJ訪問
②平成3年 3flまてψの郊で学生だったj磁

界詰

③自百平日36年 4月以後、 20殺から60絞まで

のfJJて明海外に在住していた期間j

③昭和36年 4月以後円鎖倒で、 E見送手き詰

金を受けていた期総

老鈴義礎若手会の

繰りょげ、繰り下げ議求
老齢絡礎年金は、原則とし

て65蹴から畳:けられますが、

希望ιより印識から64歳に繰
りよげられます秒また、殺に

66歳以降に締り下げることも

できます。なお、繰り上げた

ときの草食事l培、g:j，庄一定的

事で減額され、繰り下げたと

きは一定的車で増額されきます。

罫11号被得、験者ーとして、宅歯科長礎年金の受給資格

郷関iを満たした夫{婚嫡JW間が10年以上)が年金を
受けずに死亡した場合、 60歳から65歳までの問、主島

に銭安清年金が支給寄れます。

年金額は、失が受けることができたはずのう名齢恭

礎年金額の4分の 3です。

年金額は、 20殺から60殺になるまでの年持者、イ皐険料金

約めた場合、減額が支給寄れます。

保険料の来約や免除、カラ滞[jfl!Jなどがあるときは、その
却iliHJにより減額されます。

提イ寸加4主義i検察トを納めた方，1こは、 上二認め在京に):J下グ〉告立がプラ
旦杏れます p

場 200内 X付加保険料納付月数

鋼氏年金制度が発足したのは、昭和36年 fll臼 Cす。

そのときに20段以上の人(協和16年 4j守1El以前;こ主主まれ

た人)で、 ω裁まで4吉年初方自入することができない人や、
殺低25年的資絡を織だせない人のために、これらめ紛測が

短縮されています。(下畿のとおワ〉

主主絞め保険料心月初 400fヱjの

保険料をよ県せして納めると、

1か月当たり 200f'lで計算した

叡{が話揖骨量基礎年金に加算されま

す。

付加年会 200 付加保険料

納付月数ただし、死亡した夫が際謀総礎年金や滋i給基礎年

金を受けていた場合は支給されません。
保険料+400;巧→月200fIlitくなる



10年

大JE6年 4Jヨ 1 居 ~L蔀1 11年

大JE7年 4}寺 Z自Wll1J 12年

大工E8牢 4月王自以詰寄 13年

大IE9年 4 ヨ 思以詰寄 14各三

大工EI0年 4fll器m苦言 15苧

大窓口年4月王国以前 16年

大工E12年 4 司王国以綴 17年

大JE13年 4月 1田以前 18年

大工E14年!ヨ 1自主i吉右 19年

大工1':15年 4J奇王監以前 20年

(2)年最量級(平成治年4fl-) 

[2， 133fll x探検料納付済見数十2，133将〉く保険料免除月数
X 合 + [826F弓x(g叩月一被保険者湖沼]の月数)

(1)支給~彊討存

大工E15革 4!奇 1日以前に主主ま札た入または大.iE15年 4月 2

間以降に主主まれた人で昭和61年 4月 1百部に京生年金保険

記長による是正鈴埠金、共淡総合的支給する退職年金(昭和61年

3月31自において受給権者が55践に没している人に限る)等

の受給機を有していた人で、 E自民年念的保険料納付消錦織
{免除期限を会主)")1'.r¥'1年以上ある場合に、世主的公的年金内部

入期間iと合わせて主主半月日に席、じた資機期限がある場合に65
歳から支給されます。

(2)年金額(平成元年 4 苦-)

(2，133F弓x保険料納付済汚数)十 (2，133F'1 x保険料免除
汚数Xす〉

“1111， 111 (内線， 252) 

主藍族基礎年金は、国民年金に加入している人が死亡し、母子家庭に

なったと春、または18殺未満の子供だけになったとき支給喜れます。

死亡した人によって金脅すを いずれかに該治している人が

死亡したときに、その人的子供

のある:おに、または子供に支給

苦れます。

①保険料を約めた期間{免罪主宰

れた3羽鶴を宮?む)が、加入期間

的 3分的 2以J二あること、また
は殻近の 1年獄Hこ来約がないこ

と。

<]};おf鈴総礎年金的受給資絡3境問

第 1号被保険者ゐとして

保険料を 3年以上約めた

人が、老齢遺品信壇年金、 1難
祭器礎年金をいずれも受

けないで死亡し、その遺

族が遺族基礎年金を受け

られない場合に支給杏れ

ま'L
のと 2容は8，500向が力u$草されます

醒事務基礎年さ

気やけがで総司

掛ミグ〉韮きてを椴

けられます。

①初診日(注撰

②保険料を納止

力目入1m照的3分

こと、または綴

来納3綴弱郡R問悶11がない

③E邸暫民ご年年金如剣IJg疫主
高1級またlはま 2車級

に該主滋詰するニと

磁匝グ〉有寺王全(1.々〉吋!tカ

つ丈こ土晶壬トHこiま、

詩関司イ係品な<交E総杏
以上めH所斤イ得4守fカがfあ

の雨潤"支克帥最絵合帥カ

主法主輯初診日とiはま

でで弘初めて監滋互自悶罰グ陀つ

沼

揖際君主者になっ

し、n(;f、守乙モ投グコ

事後援症とれ

ら1再三Sカ，}奇書、

に、 ず紅;tλカぜ邸主i
などで、醇ii喜σ
ない場合や際フ

に絞殺しなかJ

の後651滋までに

して該当する」

と。この場合由

主与基礎年金が£

@こ

すでに際替の

ため、陣u:;守的~IX

以上に。該当した

礎年金治、支給寺
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れ
た
燃
符

徐
期
間
を
含
む
)
が
加
入
州
地
問
的
に
出
品
持

L
な
く
て
も
、
そ
の
後
に

3
分
的

2
以
上
で
あ
る
こ
と
。
附
押
す
日
す
絞
め

1
級
ま
た
は
2
級
の

ま
た
、
初
仇
ザ
山
口
が
小
山
歳
出
に
あ
状
栴
駄
に
ぷ
お
し
た
と
き
に
は
、
総

る
俗
的
に
よ
る
桝
円
引
い
に
つ
い
て
は
、
川
仏
リ
υ相
続
年
金
が
主
給
さ
れ
る
ヵ

お
航
削
作
抑
制
問
年
余
を
心
一
党
け
ヲ
ゃ
に
る
均
九
日
V

で
、
保
険
料
米
納
期
間
同

は
郎
内
部
加
入
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
叫
粒
子
が
あ
る
肌
叫
ん
げ
に
は
、
そ
の
郊
凶

器
た
そ
の
年
金
の
郡
一
日
刊
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
。

常
日
必
鈴
法
磁
Fr食
は
、
笠
宮

肱
出
納
問
問
カ
塚
山
則
と
し
て
お
年
以
上

あ
る
入
が
山
山
設
か
ら
A
A
け
る
下
)
と

毛
針
年
余
、
滋
判
封
邑
川
町
年
品
川
町
mt

給
食
的
情
刑
制
湖
北
口
身
d
u

浴
し
て
、
総
j

打

討
に
お
い
て
お
歳
以

i
的
人
法
、

年
始
に
応
じ
て
そ
の
長
総
資
総
駅

間
が
M
M
紡
芯
れ
て
い
る
F

ニ
れ
は

予
約
七
〕
丹
念
総
は
、
初
九
段
か
ら

部
品
践
に
リ
江
子
る
ま
で
め
紛
年
照
的
総

川
山
氏
年
金
内
被
保
険
い
い
引
相
刷
版
め
か
み
持
品

保
険
料
納
付
済
期
尚
で
あ
女

人であれは、

年苦汁をj'-q{袋心お金を りることカでき也れ

懲りらdιる吉郎土、主:けている年世(若手古:roの
1 5治以内で10主から200万戸]までです。

4 申しiるみ 5まえネfゃj"m会[<11などの絞り扱い
会融機関へおたすね者。
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